
省

令

社
会
通
信
教
育
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

社
会
通
信
教
育
規
程
（
昭
和
三
十
七
年
文
部
省
令
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
順
次
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る

規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
認
定
等
の
公
示
）

（
認
定
等
の
告
示
）

第
八
条

認
定
し
た
通
信
教
育
の
名
称
、
目
的
及
び

開
始
の
時
期
並
び
に
実
施
者
の
名
称
及
び
事
務
所

の
所
在
地
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他

の
適
切
な
方
法
に
よ
り
公
示
す
る
。
こ
れ
ら
の
変

更
に
つ
い
て
も
、
ま
た
同
様
と
す
る
。

第
八
条

認
定
し
た
通
信
教
育
の
名
称
、
目
的
及
び

開
始
の
時
期
並
び
に
実
施
者
の
名
称
、
代
表
者
及

び
事
務
所
の
所
在
地
は
、
官
報
で
告
示
す
る
。
こ

れ
ら
の
変
更
に
つ
い
て
も
、
ま
た
同
様
と
す
る
。

（
廃
止
等
の
公
示
）

（
廃
止
等
の
告
示
）

第
十
三
条

認
定
を
受
け
た
通
信
教
育
の
廃
止
を
許

可
し
、
又
は
認
定
を
取
り
消
し
た
と
き
は
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
の
適
切
な
方
法
に
よ

り
公
示
す
る
。

第
十
三
条

認
定
を
受
け
た
通
信
教
育
の
廃
止
を
許

可
し
、
又
は
認
定
を
取
り
消
し
た
と
き
は
、
官
報

で
告
示
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

予
防
接
種
実
施
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

予
防
接
種
実
施
規
則
（
昭
和
三
十
三
年
厚
生
省
令
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
接
種
の
方
法
）

（
接
種
の
方
法
）

第
十
九
条

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

定
期
の
予
防
接
種
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
い
ず

れ
か
の
方
法
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。た
だ
し
、

市
町
村
長
が
当
該
各
号
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
る
こ

と
が
で
き
な
い
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
る
と
認

め
る
場
合
に
は
、
こ
れ
ら
に
準
ず
る
方
法
で
あ
っ

て
、
接
種
回
数
、
接
種
間
隔
及
び
接
種
量
に
照
ら

し
て
適
切
な
方
法
で
接
種
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。

第
十
九
条

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

定
期
の
予
防
接
種
は
、
組
換
え
沈
降
二
価
ヒ
ト
パ

ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
様
粒
子
ワ
ク
チ
ン
を
一
月
以

上
の
間
隔
を
お
い
て
二
回
筋
肉
内
に
注
射
し
た

後
、
第
一
回
目
の
注
射
か
ら
五
月
以
上
か
つ
第
二

回
目
の
注
射
か
ら
二
月
半
以
上
の
間
隔
を
お
い
て

一
回
筋
肉
内
に
注
射
す
る
か
、
又
は
、
組
換
え
沈

降
四
価
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
様
粒
子
ワ
ク

チ
ン
を
一
月
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
二
回
筋
肉
内

一

組
換
え
沈
降
二
価
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル

ス
様
粒
子
ワ
ク
チ
ン
を
一
月
以
上
の
間
隔
を
お

い
て
二
回
筋
肉
内
に
注
射
し
た
後
、
第
一
回
目

の
注
射
か
ら
五
月
以
上
か
つ
第
二
回
目
の
注
射

か
ら
二
月
半
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
一
回
筋
肉

内
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、
毎
回

〇
・
五
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
と
す
る
方
法

（
新
設
）

に
注
射
し
た
後
、
三
月
以
上
の
間
隔
を
お
い
て
一

回
筋
肉
内
に
注
射
す
る
も
の
と
し
、
接
種
量
は
、

毎
回
〇
・
五
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
と
す
る
。

二

組
換
え
沈
降
四
価
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル

ス
様
粒
子
ワ
ク
チ
ン
を
一
月
以
上
の
間
隔
を
お

い
て
二
回
筋
肉
内
に
注
射
し
た
後
、
三
月
以
上

の
間
隔
を
お
い
て
一
回
筋
肉
内
に
注
射
す
る
も

の
と
し
、
接
種
量
は
、
毎
回
〇
・
五
ミ
リ
リ
ッ

ト
ル
と
す
る
方
法

（
新
設
）

三

組
換
え
沈
降
九
価
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル

ス
様
粒
子
ワ
ク
チ
ン
を
一
月
以
上
の
間
隔
を
お

い
て
二
回
筋
肉
内
に
注
射
し
た
後
、
三
月
以
上

の
間
隔
を
お
い
て
一
回
筋
肉
内
に
注
射
す
る
も

の
と
し
、
接
種
量
は
、
毎
回
〇
・
五
ミ
リ
リ
ッ

ト
ル
と
す
る
方
法

（
新
設
）

令和年月日 月曜日 第号官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
の
施
行
前
の
注
射
で
あ
っ
て
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
予
防
接
種
実
施
規
則
第
十
九
条
第
三
号
に

規
定
す
る
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
注
射
に
相
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
注
射
を
同
号
に
規
定

す
る
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
注
射
と
、
当
該
注
射
を
受
け
た
者
を
同
号
の
規
定
に
よ
る
注
射
を
受
け

た
者
と
み
な
し
て
、
同
条
（
第
三
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。）の
規
定
を
適
用
す
る
。

〇
文
部
科
学
省
令
第
一
号

社
会
教
育
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
七
号
）
第
五
十
一
条
第
一
項
、
第
五
十
五
条
第
一
項
及
び
第
五
十
七
条

第
一
項
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
、
社
会
通
信
教
育
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
一
月
三
十
日

文
部
科
学
大
臣

永
岡

桂
子

〇
厚
生
労
働
省
令
第
十
一
号

予
防
接
種
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
六
十
八
号
）
第
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
予
防
接
種
実
施
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
五
年
一
月
三
十
日

厚
生
労
働
大
臣

加
藤

勝
信
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